遺伝子組換え生物等※1の追加

●　追加する遺伝子組換え生物等が動物の場合は記入
	動物種
	

	譲
り
受
け
	譲渡者の情報

譲渡機関：

住所：

担当責任者 氏名：

連絡先   TEL:         　　　　e-mail：

	
	譲受する組換え動物等の名称（個々の情報提供書を添付）
①
②

③

	作     

製  
	作製する組換え動物等の名称※2（下記の「遺伝子組換え生物等の情報」に記入）
①

②

③

	
	導入方法



※1ゲノム編集技術の利用により得られた生物の場合は、カルタヘナ法の対象外であっても執るべき拡散防止措置を執っての使用が求められる。使用に際しては、当該遺伝子組換え実験計画に追加申請が必要です。

※2　新たに作製した組換え動物等の命名に際しては、なるべく国際命名規約に準じた名称とする。

□　動物追加の場合　　添付：組換え動物一覧
□　譲り受ける場合　　添付：譲渡機関からの情報提供書
●　遺伝子組換え生物等の情報

	遺伝子組換え生物等(ゲノム編集技術を用いて作製した生物を含む)の名称

	名称　（ID）
	

	宿主又は親生物(細胞融合実験の場合)の名称

	一般名称
	

	組換え核酸(ゲノム編集核酸を含む)の名称(名称が無い又は不明な場合はその旨)

	

	供与核酸、核酸供与体等の情報（ゲノム編集技術を用いて作製した生物である場合はその旨）

	□ 組換え動物一覧表に記載

	執るべき拡散防止措置の区分：□ P1A　　  □ P2A

	大臣確認の要否：□ 要　　  □ 不要

	特記すべき事項(蛋白毒素産生能等)

	□ なし　　 □ あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



